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日
光
市
の
歴
史
に
大
き
く
貢
献
し
た
二

宮
尊
徳（
金
次
郎
）を
顕
彰
す
る
「
二
宮
尊

徳
記
念
館
」
と
、
市
の
多
様
な
歴
史
や
民

俗
を
紹
介
す
る
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」、

市
民
の
社
会
貢
献
活
動
を
支
援
す
る
「
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
装
い
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

●
二
宮
尊
徳
記
念
館
の
背
景

　

「
二
宮
尊
徳
記
念
館
」
は
、
か
つ
て
尊

徳
が
疲
弊
し
た
日
光
の
再
興
の
た
め
に

尽
力
し
た
「
報
徳
役
所
」
の
跡
地
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
昭
和
30

（
１
９
５
５
）年
に
小
代
出
身
の
財
界
人
で

あ
る
加か
と
う藤

武た
け
お男

邸
の
一
部
を
移
築
し
、
尊

徳
の
没
後
１
０
０
年
を
記
念
し
た
「
報
徳

今
市
振
興
会
館
」
が
整
備
さ
れ
、
長
ら
く

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

「
報
徳
の
教
え
の
学
習
と
実
践
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
の
歴
史
を

学
ぶ
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
と
市
民
の
自

主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
３
館
の
機
能
を

有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
再
生
し
ま
し
た
。

●
施
設
の
概
要

　

約
３
、０
０
０
㎡
の
敷
地
に
建
つ
の
は
、

「
二
宮
尊
徳
記
念
館
」
を
中
心
と
し
た
、

延
べ
床
面
積
約
２
、０
０
０
㎡
、
地
下
１

階
、
地
上
３
階
の
４
層
構
造
の
建
物
で
、

地
下
は
資
料
の
収
蔵
庫
、３
階
は
機
械
室
、

１
・
２
階
が
一
般
の
方
々
が
利
用
で
き
る

フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
正
面
玄
関
で
あ
る
メ
イ
ン
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
報

徳
役
所
跡
の
記
念
碑
や
、
報
徳
今
市
振
興

会
館
に
設
置
さ
れ
て
い
た
尊
徳
が
日
光
の

村
々
を
視
察
し
て
い
る
姿
の
「
廻か
い
そ
ん
ぞ
う

村
像
」、

現
存
す
る
唯
一
の
報
徳
役
所
の
建
築
物
で

市
指
定
文
化
財
建
造
物
で
あ
る
「
報
徳
役

所
書
庫
」
が
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
二
宮
尊
徳
記
念
館

　

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
通
っ
て
左
に

曲
が
る
と
、
記
念
館
の
入
口
で
す
。
内
部

は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
手
前
側
は
金

次
郎
像
を
あ
し
ら
っ
た
書
棚
を
中
心
に
、

参
考
図
書
の
閲
覧
な
ど
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
窓
を
大
き
く

取
っ
た
明
る
い
室
内
か
ら
は
、
外
庭
の
報

徳
役
所
書
庫
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
壁
に
設
置
さ
れ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
の
モ
ニ
タ
ー
は
、尊
徳
関
係
の
史
跡
や
、

そ
の
他
の
文
化
財
、
日
光
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

の
観
光
情
報
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市民活動支援センター

歴史民俗資料館

２階

二宮尊徳記念館

文化財課文化財課
報徳ホール報徳ホール

サブエントランス

アプローチ
メインエントランス

１階

二宮尊徳記念館へのアプローチ

図：館内案内

二宮尊徳記念館・歴史民俗資料館・
市民活動支援センターが
オープンします

４月１日
（土）
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資料館へ続く杉並木を模した通路

　

奥
の
展
示
室
に
は
、
各
地
で
農
村
の
復

興
を
果
た
し
て
き
た
尊
徳
が
、
そ
の
集
大

成
と
し
て
日
光
で
取
り
組
ん
だ
施
策
を
史

料
や
模
型
、
映
像
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

尊
徳
は
日
光
に
赴
任
後
、
一
年
半
で
亡

く
な
り
、
そ
の
復
興
を
果
た
し
た
の
は
息

子
の
弥や
た
ろ
う

太
郎
と
門も
ん
て
い弟

た
ち
で
す
。そ
し
て
、

尊
徳
の
教
え
は
関
係
者
に
受
け
継
が
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

展
示
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
尊
徳
を

中
心
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
関
わ
っ
て
き

た
か
を
視
覚
的
に
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
広
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　

２
階
に
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
は
、

二
宮
尊
徳
記
念
館
の
金
次
郎
像
脇
の
階
段

か
ら
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
資
料
館
へ
の

入
口
に
は
日
光
杉
並
木
街
道
を
模
し
た
展

示
が
施
さ
れ
て
お
り
、
並
木
道
を
通
っ
て

展
示
室
に
入
り
ま
す
。

　

現
在
の
日
光
市
は
、
尊
徳
が
復
興
を
目

指
し
た
当
時
の
日
光
神
領
と
ほ
ぼ
重
な
り

ま
す
。
そ
の
領
主
で
あ
っ
た
現
在
の
二
社

一
寺
の
基
で
あ
る
「
日
光
山
」
を
軸
と
し

て
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
歴
史
を
解
説

し
て
い
ま
す
。

　

日
光
神
領
は
近
代
以
降
変
容
し
、
一
旦

は
５
つ
の
市
町
村
に
分
離
し
ま
す
。
平
成

18
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
再
び
一
つ
の

日
光
と
し
て
ま
と
ま
る
ま
で
の
間
、
変
わ

ら
な
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
美
し
い
自
然

と
貴
重
な
文
化
財
が
、
外
国
人
に
も
認
め

ら
れ
、
世
界
遺
産
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
資
料
館
の
展
示

物
を
通
じ
、
日
光
市
の
こ
れ
ら
の
歴
史
や

姿
を
理
解
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

●
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
エ
リ
ア

と
し
て
、
２
階
の
会
議
室
・
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
、
１
階
の
報
徳
ホ
ー
ル
を
「
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備
し
ま
し

た
。
中
庭
と
吹
き
抜
け
を
介
し
た
明
る
い

ス
ペ
ー
ス
で
、快
適
な
活
動
が
行
え
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
の
休
館
と
文

　

化
財
課
の
移
転
に
つ
い
て

　

新
館
準
備
の
た
め
、
今
市
図
書
館
隣
に

あ
る
現
在
の
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
３
月

か
ら
休
館
し
ま
す
。
長
年
の
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
４
庁
舎
２
階
の
文
化
財
課
も
、

４
月
１
日（
土
）か
ら
二
宮
尊
徳
記
念
館
事

務
室
に
移
転
し
ま
す
。

●
開
館
時
間
な
ど
の
ご
案
内

★
二
宮
尊
徳
記
念
館
・
資
料
館

　

月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
期
間
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
６
時（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

★
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

年
末
年
始
期
間
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
11
時

★
文
化
財
課

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
期
間

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
い
ず
れ
の
施
設
も
利
用
は
無
料
で
す

４
月
１
日
以
降
の
連
絡
先
は

二
宮
尊
徳
記
念
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

☎（
25
）７
３
３
３

文
化
財
課

☎（
25
）３
２
０
０

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
22
）２
２
７
１

※
〒
３
２
１-

１
２
６
１　

日
光
市
今
市

　

３
０
４-

１

こ
の
記
事
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

文
化
財
課　

文
化
財
保
護
係

☎（
30
）１
８
６
１

金次郎像と２階へ続く階段

図：施設の位置
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